
平成13年度事務事業評価表 杉並区

１／２

担当課名
整理
番号
細
番号 事務事業名

科学教育センター 46 ロボット・ウィーク

854 施設維持管理・施設運営管理

855 理科移動教室

856 科学教室

857 科学創意工夫展

858 科学教育調査研究

859 理科指導者研修

済美教育研究所 847 施設維持・運営管理

848 教科書センター運営

849 教育相談

850 教育図書館運営

851 教職員研修（パソコン研修）

852 教育調査研究

880 就学相談

社会教育センター（その１） 943 杉並区民大学

944 区民企画講座

945 大学公開講座

946 社会教育団体事業活動助成

947 人材バンク

948 パソコン講座

949 総合文化祭

950 文化団体育成

951 ユネスコ活動

952 済美日曜教室

次のページへ → 社会教育センター（その２）／郷土博物館／中央図書館

ＦＩＬＥ　No.２１
教育委員会事務局　Ⅲ

※ファイルは全２２ファイルあり、評価表の見方はＦＩＬＥＮｏ．１-1にあります｡
※評価結果の一覧は、ＦＩＬＥＮｏ．１-1、１-2の各課総括表をご覧ください。
※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします。



平成13年度事務事業評価表 杉並区

２／２

担当課名
整理
番号
細
番号 事務事業名

社会教育センター（その２） 953 施設維持管理　運営管理委託

954 社会教育センター　審議会運営

955 施設維持管理（高井戸社会教育会館）

956 施設維持管理（井草社会教育会館）

957 施設維持管理（高円寺社会教育会館）

郷土博物館 958 施設維持管理及び博物館運営管理

959 運営協議会

960 特別展及び企画展の開催

961 郷土史講座

962 伝統芸能実演　

中央図書館 963 中央図書館施設維持管理・運営

964 地域図書館施設維持管理・運営

965 中央図書館奉仕活動

966 地域図書館奉仕活動

967 図書館協議会運営

968 閲覧用図書の収集及び装備

969 視聴覚資料（ＣＤ・カセットテープ・１６ミリフィルム・ビデオテープ）の収集及び装備

970 障害者・高齢者に対する図書館サービスの提供　

971 地域・家庭文庫の育成

972 図書館運営の調査研究・司書養成

前のページへ → 科学教育センター／済美教育研究所／社会教育センター（その１）

ＦＩＬＥ　No.２１
教育委員会事務局　Ⅲ

※ファイルは全２２ファイルあり、評価表の見方はＦＩＬＥＮｏ．１-1にあります｡
※評価結果の一覧は、ＦＩＬＥＮｏ．１-1、１-2の各課総括表をご覧ください。
※ご覧になりたい事業名をクリックすると該当事務事業の表にジャンプします。



細番号

コード

コード

12 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度

千円

人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.90 0.25 1.10 0.25 0.50 0.25

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号ロボット・ウィーク

連絡先
電話番号

3396-4391教育委員会事務局科学教育センター 600830

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

児童・生徒がチームを編成し、ロボット製作やそれを動かすプ
ログラムを構築し実行することにより、問題解決能力、グルー
プ管理能力等を育成する。また、ロボットをとおして科学技術
に対する関心を高める。

単位

科学教育センター維持運営

係名

73200予算事業名

区分

対象

100

3,840

10年度
実績

根拠法令等

参加率＝参加チーム数÷定員

①区内小・中学校の児童・生徒と教諭等
②区内在住で区外の学校に通う中学生以下と大人（高校生以
上）

70

12,740
424,682

活動指標名（式）

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

小・中学校の科学技術への興味・関心が高まることにより、未来に夢を描く社会環境づくりの一歩となる。また、グループ活動
のなかで、責任を分担して協働し目的を達成する「モノ作り」の学習は、総合学習の推進につながる。

30 30

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立科学教育センター条例

46

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

0 0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

8,166
735

0 0
0
0

0
0

4,537
735

9,271
735

14,419
686,621

0

9,980

0 9,271

0

14,419
0 00

309,042
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

①ロボット・コンテストとそれに伴うロボットキットの貸与及
び操作講習会の実施
②ロボットの展示

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

参加チーム数

12年度

実績

特記事項

30

100

3,704

100

21

活動指標①参加チーム数
（平成12年度）小学校5　中
学校15　一般1

0
0

70.0

70.0

4,000 3,000

0
0

「ロボット製作、発表準備等をとおして、子ども達は自ら創造性や協調性、何よりも夢を育んでいくんだなと
実感した」等の意見があった。

科学技術の先端であるロボットの開発は、今後さらに発展していく傾向にあり、住民の関心、期待度は高
まっている。

123.5

0.0
0

0

12,740

昨年度
整理番号

今後の予測

平成12年度は、杉並区２１世紀プロジェクト記念事業の一つとして実施した。平成１３年度の活動内容につ
いては、運営委員会で検討中である。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

44 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

18 年度
㎡

件

％

千円

人 4.72 0.50 4.89 0.42 3.41 0.42 3.68 0.42 3.99 0.41

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号施設維持管理・施設運営管理

連絡先
電話番号

3396-4391教育委員会事務局科学教育センター 600830

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

小・中学校を中心とした利用者が快適で十分なサ―ビスを受け
られる施設・設備とする。円滑な施設維持と事業実施のため
に、効率的事務作業を実現する。

単位

科学教育センター維持運営

係名

73200

2762

予算事業名

区分

対象

12
99

43,965

16
99

56学校教育の環境整備

10年度
実績

根拠法令等

｛1-（修繕・工事件数÷延べ床面積）｝×１００

科学教育センター施設・設備、区立小・中学校児童・生徒、区
民、区内の団体、センターの組織・庶務

15
99

38,839
76,138
27,566

活動指標名（式）

2762
24

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

区内小・中学校における科学教育の振興及び区民の科学的教養の向上

2762

99

2762

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立科学教育センター条例

杉並区立科学教育センター条例施行規則

854

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

62,978 235,025

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

30,939
1,234

42,825 44,367
1,470

107,272
1,234

280,626
101,603

0

36,201
1,205

181,763
1,234

80,941
29,305

0

33,389

280,626 181,763

0

80,941
0 00

65,809
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

建物の総合管理を行い、安全で確実な保守を行う。所内庶務事
務、運営協議会開催、団体プラネタリウム開催、区内団体の施
設利用、資料提供

修繕・工事件数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

延べ床面積

12年度

実績

特記事項

杉並区立科学教育センター運営協議会設置要綱

2762
8

99

46,318

99

2762
26

活動指標①（平成１２年度）Ｐ
ＣＢ使用照明器具取替工事

0
0

100.0
325.0
100.0

144,357

0
0
0 0

0

0

エレベーターの設置等、高齢者・身障者にも利用しやすい施設にしてほしいとの要望がある。

事業内容の変更、対象者の拡大により、施設のバリアフリー対応難が問題となる。

0.0

0

107,272

0

76,138
0.00.0

881昨年度
整理番号

今後の予測

当初、学校の理科室の設備は十分ではなかったため、設備の整った施設が必要であった。現在、学校設
備は整ってきたが、少子化に伴い、専門的に指導できる教員も減り、生徒の関心を高める学習を実施する
施設が必要となっている。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

44 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
人

校

％

％

千円

人 2.57 6.78 2.53 6.23 1.85 6.80 1.86 6.80 1.95 6.68

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

当初は、学校設備が不十分で、理科設備の整った施設が必要であった。現在は少子化による教員減で理
科専門教員も減り、十分な理科実験を行うことが難しくなっており、設備が整い、専門指導が行える施設が
必要とされている。

0.0

882昨年度
整理番号

今後の予測

0

アンケートではセンターの学習が大変効率的であるとの評価を得ている。実験の準備など学校ではとても
手が回らないとの感想が多い。中学校の感想文では「カエルの解剖」を行って生命の大切さを理解し感動
したという生徒が大半である。

少子化による児童・生徒数の減少はあるとしても、１４年度実施の新学習指導要領には「科学学習センター
の活用」が明記されており、今後本事業の役割は益々重要となる。

52.0

0.0

0

67,717

0

58,054
0.0

0
0
0 0

0

活動指標①平成１２年度利
用児童・生徒数
小学校　12，575名
中学校　3，155名
活動指標②平成１２年度延
べ利用校数
小学校　186校
中学校　34校

0
0

65.2
66.1
96.0
98.0100

21,107 25,000
特記事項

杉並区立科学教育センター条例施行規則

24110
333
100

100
12,993

100

15730
220

成果指標名（式）

計画

利用児童・生徒数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

年間計画に基づき、小・中学校の児童・生徒がセンターに来所
し、理科の実験・観察学習、プラネタリウムで行う天体学習、
教材映画学習をする。

延べ利用校数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

16,876

53,509 58,432

0

49,854
0 00

2,755
0

53,509
3,977

0

17,692
19,633
58,432

19,985
49,854

3,169
0

0 0

0.0

16,785
19,985

23,318 22,955
19,926
67,717

18,310

24,473 12,244

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

理科教育振興法

杉並区立科学教育センター条例

855

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

13455
182

81

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

児童・生徒の理科に対する関心・理解が深まる。

98

16479

76

21212
289

96

3,293
58,054

3,523

269
78
92

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

利用率＝利用児童・生徒数÷児童・生徒在籍者数

区立小・中学校の児童・生徒

利用率＝延べ利用校数÷（区内小・中学校×利用可能回数）

224
100
100

21,284

係名

73200

20566

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

学校には無い設備、入手しにくい教材を使い、専門指導による
授業を行うことによって学習効果を上げる。

単位

科学教育センター維持運営

整理番号理科移動教室

連絡先
電話番号

3396-4391教育委員会事務局科学教育センター 600830

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

44(36)年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
人

人

％

％

千円

人 2.39 3.19 2.26 3.09 2.07 3.26 2.31 3.26 2.02 3.24

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号科学教室

連絡先
電話番号

3396-4391教育委員会事務局科学教育センター 600830

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

小・中学校に科学探求の技術及び方法を習得させ、科学的能力
の伸長を図る。また、区民の科学的興味・関心に応える。

単位

科学教育センター維持運営

係名

73200

548

予算事業名

区分

対象

1020
100
100

2,733

687
80
73

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

修了証授与率＝課程修了児童・生徒数÷参加児童・生徒数

区立小・中学校の児童・生徒及び一般区民

応募率＝参加児童・生徒数÷募集人員

420
75

69,346
31,095
30,486

活動指標名（式）

269
332

54

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

自然科学の原理や法則を学ぶことで、小・中学校の科学の基礎力・応用力が養われる。区民の科学的教養の普及・向上

81

1020

81

420

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立科学教育センター条例

杉並区立科学教育センター条例施行規則

856

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

6,942 5,671

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

18,781
9,581

21,684 20,505
9,375

38,002
9,082

35,257
131,069

0

18,327
9,522

35,965
9,581

34,118
55,207

0

20,959

35,257 35,908

0

34,118
0 570

85,631
57

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.2

小・中学生対象の科学教室の実施と研究発表会の開催、一般区
民対象の天文の夕べ（観望会他）・区民科学教室及び一般公開
（実験他）の実施。

参加児童・生徒数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

課程修了児童・生徒数

12年度

実績

特記事項

杉並区民科学技術振興事業実施要綱

1420
1420

100
100

3,578

100

618
823

活動指標①平成１２年度課
程修了児童・生徒数　　小学
校全期クラブ　Ａブロック（６
年生）100人　Ｂブロック（５年
生）161人　　小学校夏休み
クラブ　191人　中学校全期ク
ラブ　90人　中学校夏休みク
ラブ　76人
活動指標②平成１２年度参
加児童・生徒数　　小学校全
期クラブ　Ａブロック（６年生）
119人　Ｂブロック（５年生）
229人　小学校夏休みクラブ
218人　中学校全期クラブ
148人　　　中学校夏休みクラ
ブ109人

0
0

43.5
58.0
75.0
81.0100

8,115 6,933

0
0
0 0

0

0

参加者は非常に熱心で、感想は好評である。ただし、区民向けの講座や実験は定員以上の希望者が多
く、落選者を出さざるをえない場合もある。また、展示物が古いものばかりという指摘もある。生演奏のプラ
ネタリウムコンサートも盛況である。

児童・生徒数が総体として減少しているにもかかわらず、科学教室参加者は減少していない実態がある。
今後総合的な学習でのセンター利用も予測される。一方、区民対象の科学教室も要望に応えて事業の拡
大が予定されている。

51.6

0.0

0

38,002

0

31,095
0.00.0

883昨年度
整理番号

今後の予測

開設当初、科学教育の振興は日本の発展において重要な課題であり、子供の科学的興味・関心に応える
ことが重要だった。現代は少子化や理科離れの傾向が強まっているが、科学・工業立国を目指す上でも、
その必要性は更に高まっている。また、生涯学習の観点から区民科学教室を開設している。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

41 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
点

校

％

％

千円

人 0.49 0.31 0.43 0.26 0.36 0.28 0.41 0.28 0.36 0.27

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号科学創意工夫展

連絡先
電話番号

3396-4391教育委員会事務局科学教育センター 600830

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

作品を一堂に展示することにより、労力が報われ、製作するこ
と、研究することの喜びを知る。

単位

科学教育センター維持運営

係名

73200

928

予算事業名

区分

対象

68
100
100
571

61
68
90

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

出品率＝出品点数÷（募集点数 ×区内小・中学校数）

区立小・中学校の児童・生徒

応募率＝応募校数÷区内小・中学校数

69
66

6,497
4,660
3,427

活動指標名（式）

527
60

88

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

科学に対する関心を持ち、創造性や研究意欲が高まる。

88

1360

78

928

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立科学教育センター条例

杉並区立科学教育センター条例施行規則

857

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

672 432

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

3,266
823

4,446 3,901
911

6,029
764

5,098
9,673

0

3,266
794

4,608
823

5,201
5,798

0

3,720

5,098 4,608

0

5,201
0 00

4,965
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

自主的な製作品や研究作品を学校を通じて集め展示する。作品
審査後、一般公開し、優秀作品の表彰を行う。

応募校数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

出品点数

12年度

実績

特記事項

928
69

100
100

658

100

897
60

活動指標①平成１２年度出
品点数　　　小学校　７２７点
中学校　１７０点
活動指標②平成１２年度応
募校数　　　小学校　４５校
中学校　１５校
＊平成１２年度募集点数　１
校２０点まで

0
0

96.7
87.0
66.0
88.0100

548 571

0
0
0 0

0

0

「子供の発想の豊さに驚き感心した」「子供だけでなく、その後ろにいる親の姿も見られてよかった」「子供の
理科離れなど考えられない作品の個性や工夫が感じられた」等の感想が多い。

科学的な創造力や研究心を高める動機づけの役割は今後も続いていく。

115.2

0.0

0

6,029

0

4,660
0.00.0

884昨年度
整理番号

今後の予測

子供の自由な発想の作品を展示し、意欲を高める必要性は当初も現在も変わっていない。製作・研究成
果の発表の場として、現在も科学教育の振興に大きな役割を果している。出品作品は、製作物（工作物）と
研究記録物に分かれ、ここ数年は製作物（工作物）が減少傾向にある。特に中学生の作品に変化が著し
い。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

44 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
人

回

％

％

千円

人 0.14 0.48 0.14 0.31 0.08 0.31 0.10 0.31 0.08 0.28

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

当初は新しく保有したプラネタリウムと教育現場に導入され始めたＶＴＲ、２つの機器をどのように教育に利
用していくべきかなどの調査研究が必要とされた。現在では授業に活用しやすい教材を開発することが求
められている。

0.0

885昨年度
整理番号

今後の予測

0

直接的に住民に関わる事業ではないため、特になし。

一つのテーマが達成されても、教育に係わる研究テーマは限りがなく、理科教材教具の開発と活用につい
ても同様である。

106.4

0.0

0

3,002

0

2,013
0.0

0
0
0 0

0

活動指標①平成１２年度研
究員数　小学校４名　中学校
３名

0
0

108.4
111.8
108.0
112.0100

376 376
特記事項

119
34

100
100

400

100

129
38

成果指標名（式）

計画

研究会出席者数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

８名程度の調査研究員を選任し、毎年調査研究課題を決め、月
２回程度の研究会、調査報告書の作成、授業研究の公開と研究
発表を行う。

研究会開催回数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

907

2,580 1,925

0

2,218
0 00

22,644
0

2,580
28,355

0

726
823

1,925
911

2,218
17,197

0

0 0

0.0

726
911

1,270 1,270
1,411
3,002

911

321 399

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立科学教育センター条例

杉並区立科学教育センター条例施行規則

858

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

91
34

100

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

児童・生徒に対する理科教育指導能力の向上

112

119

89

85
34

108

27,290
2,013

16,915

29
95
85

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

研究会出席率

区立小･中学校教員

開催回数÷予定開催回数

34
100
100
376

係名

73200

110

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

教員が新たな理科教材開発を行い、学校授業等に反映してい
く。

単位

科学教育センター維持運営

整理番号科学教育調査研究

連絡先
電話番号

3396-4391教育委員会事務局科学教育センター 600830

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

44 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
人

％

千円

人 0.15 0.34 0.14 0.29 0.10 0.28 0.12 0.28 0.10 0.27

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

当初は他に最新鋭の教育機器を揃えているところもなく、整った設備での教員研修の場が必要であった。
現在、専門教員の減少に伴い、さらに専門的研修を学校の授業に合わせて実施することが必要となってい
る。

0.0

886昨年度
整理番号

今後の予測

0

夏期研修の内容は好評である。継続や回数の増加の要望も多い。

理科教育にとっては、今後も指導者の実力の向上は不可欠である。

0.0

0.0

0

2,360

0

1,784
0.0

0
0
0 0

0

活動指標①平成１２年度夏
期教員実技研修参加教員数
小学校　４３名　　中学校　４
名

0
0

70.1

70.0

10 10
特記事項

教育公務員特例法第19条、同20条（研修機会）

67

100

0

100

47

成果指標名（式）

計画

参加教員数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

内部指導員・外部講師による夏期教員実技研修の企画・募集及
び実施

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

1,089

2,123 1,711

0

1,912
0 00

25,535
0

2,123
212,253

0

907
794

1,711
823

1,912
40,674

0

0 0

0.0

907
823

1,361 1,270
999

2,360
852

0 0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立科学教育センター条例、同施行規則

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４５条（研修）

859

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

10

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

教員の理科及び自然科学全般に関わる知識・技能の向上

67

7

67

70

18,296
1,784

26,630

64

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

参加率＝参加教員数÷（区立小・中学校数×開催回数）

区立小・中学校教員

100

54

係名

73200

129

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

教員の実験技術、不得意分野の知識を習得させ、学校での理科
授業に反映してもらう。

単位

科学教育センター維持運営

整理番号理科指導者研修

連絡先
電話番号

3396-4391教育委員会事務局科学教育センター 600830

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

26 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
㎡

件

％

千円

人 4.02 1.00 4.02 1.00 3.82 1.00 3.82 1.00 3.82 1.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号施設維持・運営管理

連絡先
電話番号

3311-0021済美教育研究所 600930

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

　施設・設備を安全・清潔に維持し、研究所の事業に支障がな
いようにすること。また、行政計画にある「パソコン室の区民
開放」といった利用者の拡大に対しても、研究所の運営が円滑
に行われるようにすること。

単位

済美教育研究所維持運営

係名

72800

2,998

予算事業名

区分

対象

20
99

35,069

20
99

56学校教育の環境整備

10年度
実績

根拠法令等

｛１－（不具合発生件数÷対象面積）｝×１００

済美教育研究所施設・設備及び事業運営のための庶務事務

20
99

27,127
72,667
24,238

活動指標名（式）

2,998
20

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

教育の諸課題を研究する機関として存続することに貢献

2,998

99

2,998

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立済美教育研究所設置条例、同処務規則

消防法

847

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

41,914 35,997

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

34,659
2,939

36,473 36,473
2,939

81,326
2,939

75,409
25,153

0

34,659
2,939

78,994
2,939

70,283
23,443

0

34,659

75,409 78,994

0

70,283
0 00

26,349
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

（１）施設・設備の維持管理
（２）研究所運営に意見を求める運営審議会を開催すると同時
　　に事業運営に必要な庶務事務を行う。

修繕件数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

管理対象面積

12年度

実績

特記事項

杉並区立済美教育研究所運営審議会要綱

2,998
20
99

32,685

99

2,998
22

0
0

100.0
100.0
100.0

41,396

0
0
0 0

0

0

(1)二階に上がるエレベータ及びスロープがない。　(2)相談室出入口にスロープがない。　(3)駐車場側出
入口のスロープが急すぎる。

研究所の区民利用拡大に伴い、上記事項への対応が欠かせなくなる。

0.0

0

81,326

0

72,667
0.00.0

875-1昨年度
整理番号

今後の予測

好景気時には、自動運転と外観が重視されていた。現在は省エネ・バリアフリーを重視した建築が一般化
している。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

31 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
人

日

人

千円

人 0.11 0.20 0.11 0.20 0.31 0.10 0.42 0.10 0.42 0.10

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号教科書センター運営

連絡先
電話番号

3311-0021済美教育研究所 600930

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

教科書を一般に公開することにより、教科書の適正な採択に資
する。

単位

済美教育研究所維持運営

係名

72800

105

予算事業名

区分

対象

29
3.7

68

14
7.5

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

展示会来場者数／延開催日数

教職員、教育関係者及び区民

49
3.7

15,751
3,175

29,948

活動指標名（式）

413
24

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

適正に採択された教科書が学校教育で使用されることに貢献

106

17.2

1,300

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立済美教育研究所設置条例、同処務規則

教科書に関する特例法

848

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

68 136

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

2,813
294

998 998
588

1,654
588

1,722
4,169

0

3,811
294

4,364
294

4,277
40,345

0

3,811

1,722 4,364

0

4,277
0 00

3,357
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

教科書の常設展示及び展示会を開催し、文部科学省指定教科書
を展示する。

展示会延開催日数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

展示会来場者数

12年度

実績

特記事項

200
29
6.9

172

27

106
29

0
0

53.0
100.0
53.6

259

0
0
0 0

0

0

交通の便のよい場所での展示会開催。

教科書採択への区民の関心の増大。

0.0

0

1,654

0

3,175
0.00.0

875-2昨年度
整理番号

今後の予測

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第５９条廃止に伴い、平成１２年度より小・中学校の教科書採
択は区教育委員会が行う。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

36 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

18 年度
件

件

％

千円

人 0.32 4.50 0.32 5.50 0.32 4.50 0.32 4.50 0.32 3.50

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

いじめ、不登校、学級崩壊などの例に見られるように、昨今、教育問題の複雑化、多様化、重大化が著し
い。学校では対応しきれない問題も多く、心理の専門家が求められる事例が増大している。

0.0

876昨年度
整理番号

今後の予測

0

場所が不便。面接相談の予約が取りにくい。

教育相談事業の必要性の増大。

0.0

0

29,635

0

29,470
0.0

0
0
0 0

0

13年度職員数(非常勤)は、
県費負担嘱託員2名を除い
てある。

0
0

91.1
96.8
100.0

13,339
特記事項

180
220

50

13,221

50

164
213

成果指標名（式）

計画

一般教育相談件数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

教育上の悩みを持つ子どもたちやその保護者に対し、臨床心理
士による面接相談並びに退職教職員による電話相談及び教職員
を対象とした学校への訪問相談を実施する。

電話相談件数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

2,903

32,666 26,529

0

29,350
0 00

160,781
0

32,666
192,152

0

2,903
10,287
26,529

13,226
29,350

178,963
0

0 0

0.0

2,903
13,226

2,903 2,903
13,226
29,635

16,165

13,506 13,598

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立済美教育研究所設置条例、同処務規則

杉並区教育委員会非常勤職員規則

849

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

170
295

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

子どもたちが学校教育を受けることの継続に貢献

165

49

165
200

50

179,605
29,470

178,605

361
53

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

相談終結率　　　　　処理件数÷相談件数

区内在住のいじめ・不登校等教育上の悩みを持つ小・中学生と
その保護者

295
50

13,341

係名

72800

165

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

　子どもたちとその保護者への面接相談を通じ、心の自立を補
助し、教育上の悩みの解決を援助する。

単位

済美教育研究所維持運営

整理番号教育相談

連絡先
電話番号

3311-0021済美教育研究所 600930

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

39 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
人

冊

％

千円

人 0.10 1.80 0.10 0.80 0.10 0.90 0.10 0.90 0.10 1.90

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

開館当初は図書は高価・貴重であったが、現在は比較的何処でも入手しやすくなっている。また、学校の
小規模化に伴い、教職員の忙しさが増し、教育図書館を利用しにくい状況にある。

0.0

877昨年度
整理番号

今後の予測

0

学校や一般の図書館にはない教育図書・資料を整備してほしい。

市販の図書より絶版図書・教育資料活用の意義・要望が大きくなることが予想される。

0.0

0

9,928

0

7,214
0.0

0
0
0 0

0

事業費で雇用していた専門
非常勤1名が、13年度より嘱
託員に身分切替となった。

0
0

86.8
79.8
85.9

3,662
特記事項

杉並区立済美教育研究所教育図書館図書資料選択委員会要綱

1,300
6,000

71

3,637

66

1,128
4,790

成果指標名（式）

計画

教育図書館利用者数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

教育に関する図書・資料を購入・収集し、閲覧・貸出等をす
る。

教育図書利用冊数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

907

7,252 10,153

0

7,189
0 00

8,461
0

7,252
6,586

0

907
5,584

10,153
2,645
7,189
6,374

0

0 0

0.0

907
2,645

907 907
5,290
9,928

2,351

3,730 3,993

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立済美教育研究所設置条例、同処務規則

杉並区立済美教育図書館運営要綱

850

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

1,101
5,828

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

教育内容の質の向上に貢献

1,200

60

1,200
6,000

61

9,374
7,214
6,012

5,562
58

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

図書館利用者数÷（教職員数＋教育委員会事務局職員数）

区立学校職員、教育関係者等

6,500
66

3,662

係名

72800

1,059

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

教育に必要な関係図書・資料を収集・提供し、よりよい教育の
実現を助ける。

単位

済美教育研究所維持運営

整理番号教育図書館運営

連絡先
電話番号

3311-0021済美教育研究所 600930

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

1 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
人

人

千円

人 0.21 5.00 0.21 3.00 0.21 3.00 0.21 3.00 0.21 2.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

開始当初は単体のコンピュータ操作法の研修が主であったが、ネットワークの時代になり、情報処理道具と
しての利用法が主となり、考え方、内容も大きく変化している。

0.0

878昨年度
整理番号

今後の予測

0

（１）教職員の平日の研修参加が困難。命令研修なら参加できるので下命してほしい。
（２）１３年度の区民ＩＴ講習受講者より、来年度以降も講習を継続してもらいたいとの要望が多々ある。

（１）今後、学校でのコンピュータ利用増大に伴い、授業で指導できる教員の養成がますます必要になる。
（２）区民からのＩＴ講習受講の要望が強まる。

0.0

0

26,013

0

18,273
0.0

0
0
0 0

0

12年度末に予備費を充当し
パソコン室の機器更新を実
施
（約１６，０００千円）

0
0

85.5

91.7

7,413
特記事項

実施計画事業→「パソコン室の区民開放」

650

24

24,586

20

556

成果指標名（式）

計画

研修受講者数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

学校教職員に対する研修のうち、コンピュータに関するものに
ついて研修を実施する。

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

1,905

19,694 15,196

0

35,308
0 00

25,327
0

19,694
37,947

0

1,905
5,878

15,196
8,817

35,308
63,504

0

0 0

0.0

1,905
8,817

1,905 1,905
14,695
26,013

8,817

9,413 8,972

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立済美教育研究所設置条例、同処務規則

教育公務員特例法（研修機会の提供）

851

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

519

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

様々な情報を有効に活用した教育の実現に貢献

600

5

600

22

47,126
18,273
30,456

5

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

ホームページを作成可能となった教職員の増加数

学校教職員

24

7,551

係名

72800

552

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

コンピュータの操作、学校における効果的利用方法を研修し、
情報教育の推進を図る。

単位

済美教育研究所維持運営

整理番号教職員研修（パソコン研修）

連絡先
電話番号

3311-0021済美教育研究所 600930

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

26 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

18 年度
人

件

千円

人 0.21 0.00 0.21 1.00 0.21 1.00 0.21 1.00 0.21 1.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号教育調査研究

連絡先
電話番号

3311-0021済美教育研究所 600930

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

杉並区における教育の課題を調査研究し、より良い教育のため
の研究成果を学校・教育関係者に提供する。

単位

済美教育研究所維持運営

係名

417

予算事業名

区分

対象

40

1,652

27

53豊かな学校教育づくり

10年度
実績

根拠法令等

（代）　発表会の内容に関する問い合わせ件数

杉並区立学校教職員

43

12,078
6,496

10,827

活動指標名（式）

603

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

魅力ある学校教育に貢献

600

38

600

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立済美教育研究所設置条例、同処務規則

852

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

3,131 1,724

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

1,905
2,939

1,905 1,905
0

5,036
2,939
6,568

10,893
0

1,905
2,939
6,496

2,939
5,657
8,444

0

1,905

6,568 6,496

0

5,657
0 00

10,827
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

教育に関する問題、課題について調査研究を行い、発表会等を
通じて学校に還元する。

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

研究発表会来場者数

12年度

実績

特記事項

680

50

813

45

670

0
0

98.5

86.0

1,652

0
0
0 0

0

0

特になし

学習指導要領の改正に伴う新たな研究課題の設定。
学校における研究奨励との役割分担の見直し。

0.0

0

5,036

0

6,496
0.00.0

879昨年度
整理番号

今後の予測

開設当初は全国でも珍しい基礎から実践までを行う研究所であった。その後、各自治体研究施設も一般
化しているが、昭和50年代からの都児童定数制度改定、学校小規模化等の影響により、研究員・テーマ員
が集まりにくい状況にある。また、地方分権推進の点から、都における小・中学校教育に関する調査研究が
縮小されたため、区の事業としての価値が増大する。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

53 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
件

％

千円

人 1.38 0.50 1.38 0.50 1.38 0.50 1.38 0.50 1.38 0.50

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号就学相談

連絡先
電話番号

3311-0021済美教育研究所 600930

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

発達障害を持つ子どもたちやその保護者に対し、心理相談を通
じて心の問題解決を補助するとともに、就学にあたっての発達
状況の資料を提供する。

単位

障害教育センター運営

係名

74200

293

予算事業名

区分

対象

60

10,769

60

57多様な教育機会の提供

10年度
実績

根拠法令等

相談終結率　　　　　　　（処理件数÷相談件数）

発達障害を持つ子どもたちとその保護者

58

84,240
24,759
84,503

活動指標名（式）

297

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

発達障害を持つ子どもたちが､個性や能力に応じた教育を受ける機会を持つことに貢献

293

58

295

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立済美教育研究所設置条例、同処務規則

杉並区教育委員会非常勤職員規則

880

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

10,692 10,719

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

12,521
1,470

12,521 12,521
1,470

24,682
1,470

24,709
83,196

0

12,521
1,470

24,759
1,470

24,645
78,991

0

12,521

24,709 24,759

0

24,645
0 00

83,930
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

発達障害を持つ子どもたちやその保護者に対し、心理相談を行
うと同時に、就学委員会の資料となる知能検査等を行い、資料
を提供する。

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

相談件数

12年度

実績

特記事項

320

60

10,655

60

312

0
0

97.5

96.7

10,769

0
0
0 0

0

0

研究所への交通の便が悪い。

発達障害を持つ子どもたちに対する諸施策の充実とともに、本事業と他関連部門との連携をとる必要性が
高まると思われる。

0.0

0

24,682

0

24,759
0.00.0

903昨年度
整理番号

今後の予測

児童生徒数減少率に対し相談減少率が少なく、相談内容の複雑化・多様化による一件あたりの相談回数
が増加の傾向にある。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

1 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

14 年度
人

コース

％

％

千円

人 2.10 2.10 2.53 2.99 2.80

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

民間教育産業やNPO、大学等実施主体の多様化により学習機会は増大している。一方、情報化・国際
化･分権化等の中で、住民に身近な自治体が責任をもって行うべき、現代的課題も多くなってきている。

959昨年度
整理番号

今後の予測

学んだ成果が地域における自主的な活動に生きる、生涯学習を通したまちづくりリを望む声が多い。ま
た、日々変化する現代社会の諸問題に迅速に対応した問題設定と講座運営を求める声がアンケートから
読み取れる。

自分たちのまちの問題は自分たちで解決しようという意識が広まる中で、教育的な学習から、活動につな
がり、活動の中から学習が必要とされる。それには、今まで以上に、地域の資源をつなぎ、生かした企画運
営が求められてくる。

0.8
21,045 27,585

1,6001,750 1,500
120

2,000

125.0
87.0

106.070
6,750
特記事項

杉並区立社会教育センター及び社会教育会館条例

4
70

70
4,483

70

334
5

成果指標名（式）

計画

区民大学参加者数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.4

区民の生活の中から取り上げられた課題に対し、学習としての
考察方法を尊重しながら、区民自身による継続的･形態的な学
習機会を提供する。

専門コース開設数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

27,128

20,910 30,03429,856
1,755 2,1202,120

120

22,510
84,945

25,404
0

32,154
0

31,611
94,645

255

1,750 1,600

0.4

22,955
0

19,053 19,053
0

22,795
0

3,742 3,457

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

教育基本法第7条第1項第1号第5号

社会教育法第3条第5条第1項第1号第7号第12号第14号第15号

943

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

265
3

50

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

住民自治の実現、生涯学習社会の形成

74

190

47
4

61

101,765
29,705

156,340

3
45
76

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

学習の継続性（平均出席者／受講者）

区内在住・在勤・在学者

学習の深化（専門コース受講者／基礎コース平均出席者）

4
70
70

6,750

係名

81800

224

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

生活課題に対する｢学び方」を学ぶことによって、自主的に自
らの学びを発展させていく学習意識を形成する。

単位

成人教育

整理番号杉並区民大学

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局　社会教育センター 601030

上位施策名

2,000

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

1 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人

回

％

千円

人 0.80 0.40 1.00 0.40 1.50 1.50 1.40 1.74 1.50 1.74

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号区民企画講座

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局　社会教育センター 601030

上位施策名

400

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

区民が求める学習内容を企画委員の中で構築させ区民に提供す
る.地域社会への参加がしにくいと思われる各世代の区民の社
会参加の機会とするとともに学習機会の提供を行う。

単位

成人教育

係名

81800

566

予算事業名

区分

対象

66
100

1,140

52
216

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

講座応募者÷講座定員

区内在住・在勤・在学で18歳以上の者

65
89.5

16,931
19,158
20,166

活動指標名（式）

765
65

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

区民自ら、区民が求める学習内容を提供することや、講座終了後にも自主的な「学び」として、地域社会とのつながりを持ちな
がら豊かなまちづくりの実現に寄与している。

950

102

760

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

教育基本法第7条第1項第1号第5号

社会教育法第3条第5条第1項第1号第7号第12号第14号第15号

944

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

1,149 625

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

500 500

13,610
4,409

7,258 9,073
1,176
9,583

1,176
10,874
14,214

13,610
5,114

19,863
5,114

18,763
18,395

12,702

10,374 19,46318,463
300 400400

26,136

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区内３地域において、それぞれ「おやじ」「子育て中の親」
「若者」を対象として,区民自身が企画委員となる講座を開設
する。

企画会議･企画講座の開催数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

企画会議･企画講座の延べ参加者数

12年度

実績

特記事項

杉並区立社会教育センター及び社会教育会館条例

947

100

1020
66

400

1,140

500500 300

・対象と地域がセットになっていることで、参加しづらいことがある。・3歳未満の託児について実施している
講座は他ではないため、貴重である。企画委員から、他の事業にない対象の捕らえ方がよいという意見が
ある。

社会情勢の変化に連れて対象とする区民が変わっていくことが考えられるため、変化が生じた時に柔軟に
対応することが求められる。また、今後の社会教育会館の廃止に伴い新たな展開が求められる。

9,083 18,758

963昨年度
整理番号

今後の予測

様々な学習機会が提供されるようになった中で、対象者や各地域の特性を活かしながら行政主導ではな
く、区民自らが学習内容をを企画・運営していくという学習のスタイルがより一層求められる。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

60 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

14 年度
回

大学

％

％

千円

人 0.70 0.60 0.70 0.60 0.30 0.00 0.50 0.00 0.40 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号大学公開講座

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局　社会教育センター 601030

上位施策名

2,000

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

大学のもつ教育力を地域に開放し、高度化する学習要求にこた
える。

単位

成人教育

係名

81800

72

予算事業名

区分

対象

5
100

1
2,500

5
69
0

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

応募者に対する定員の割合

18才以上の区内在住･在勤･在学者

18歳以上人口に対する受講者数の割合

6
111

146,451
5,222

74,599

活動指標名（式）

75
5

1

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

生涯学習社会の実現に寄与する。

1

70

76

6

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区教育委員会後援等名義使用承認事務取扱要綱

大学公開講座実施要綱

945

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

2,430 2,500

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

1,750 1,600

2.3

2,722
0

6,351 6,351
1,763

10,545
1,763

10,615
141,527

3,629
0

6,129
0

7,037
89,070

255

4,537

9,015 4,0095,282
1,755 2,1202,120

1,021,533
120

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

2.0

大学と共催をして公開講座を開催する。区は受講生募集に関す
る事務及び分担金の支出を行う。

実施大学数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

講座延回数

12年度

実績

特記事項

社会教育センター条例

1
2,500

100

79
5

2,000

2,500

1,6001,750 1,500
120

大学内での心地よい緊張感と興味に合った講義内容であるという感想が多い。

学生数の減少に伴い大学はより地域開放に積極的になると思われる。大学の研究成果のフィードバックの
ほか、施設の開放や主管課との連携も考えられる。

3.6
8,795 3,102

964昨年度
整理番号

今後の予測

18才以上の人口　昭和60年度４２１，４８７人（４大学）、　平成１２年度４３８，９８３人（５大学）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

59 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

14 年度
人

件

％

％

千円

人 0.60 0.60 1.38 1.80 1.50

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

社会教育関係団体の活動は、区民の文化意識の向上により年々増加している。

965昨年度
整理番号

今後の予測

社会教育関係団体の活動が増え、共催提供等による要望が多い。

他の主管課や、民間事業者による事業も増加しており、会場確保が困難になっている。

1.5
4,902 11,483

1,6001,750 1,500
120

2,000

700
特記事項

杉並区社会教育事業共催分担金支給要領

100
1,002

70

7,169
21

成果指標名（式）

計画

事業参加者人数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.8

区内の社会教育活動を行う団体が、講演やコンサート等社会教
育・文化芸術の向上普及に寄与する事業を実施する場合、教育
委員会が共催する。

助成団体数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

16,331

4,945 12,19015,578
1,755 2,1202,120

1,718
120

6,545
772

13,610
0

14,310
0

17,333
2,418

255

1,750 1,600

0.9

12,521
0

5,444 5,444
0

6,652
0

1,208 1,101

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

社会教育法

杉並区立社会教育センター及び社会教育会館条例

946

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

8,478
20

100

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

社会教育関係団体の自主的・継続的社会教育活動の実現及び区民の生活の質の向上や住み良い地域環境づくりに寄与している。

100

6,400

79

8,330
22

78

824
13,603
2,125

24
70

100

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

参加者数÷事業定員数

社会教育関係団体または教育委員会が主催者として適当と認め
る者に該当し、共催分担金支給要領第２条の各号の要件を満た
すもの。

申請受理予定団体数÷申請希望団体数

20
59

100
1,082

係名

81800

8,075

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

教育委員会が共催し、会場提供等を行うことにより、社会教育
関係団体の振興をはかり、区民の学習参加や芸術文化に接する
機会を提供し、区民の生活の質の向上や地域づくりという自治
を担う活動を可能にする。

単位

成人教育

整理番号社会教育団体事業活動助成

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局　社会教育センター 601030

上位施策名

2,000

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

1 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人

人

件

％

千円

人 0.10 0.10 0.05 0.10 0.10

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

人材バンク登録者数　…　平成２年度１５０人　→　平成１２年度２１６人　　人材バンク登録紹介希望者　…
平成１２年度１０人

966昨年度
整理番号

今後の予測

パソコン講師等、生涯学習に関する人材、グループ情報を必要とする区民の希望は多い

社会教育に関する人材情報及び学校支援人材バンク等、地域における人材情報の需要や、地域で活動
したいという区民の要望はますます増加することが予測される

917 464

・12年度をもって人材バンク
事業を休止とし、裏面の改革
案にあるよう事業の再構築を
図るため、13年度計画は「０」
とした。

10
特記事項

ＰＣボランティアバンク要綱

100
9

216
0

成果指標名（式）

計画

登録者数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

住所・氏名・指導分野・指導条件等を登録していただき、地域
のグループ等の求めに応じて講師情報を提供する。

ＰＣボランティアバンク登録者数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

907

917 917916
0 00

0
917

4,247

907
0

917
0

916
4,242

0 0

454
0

907 907
0

917
0

10 10

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

社会教育法

社会教育人材バンク要綱

947

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

216
0

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

区民の多様な文化・学習活動を可能にし、学んだ成果が地域活動に生かせるまちづくりに貢献する

0

150 0
150

10

4,307
464

3,091

0

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

情報提供の件数

区内在住で文化・趣味等の分野で講師としてボランタリーに活
動できる人及び講師を必要とする地域のグループ

活動者数／ＰＣボランティアバンク登録者数

0
100

0
10

係名

81800

213

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

区民自ら講師となることで、知識・経験を地域に還元する人材
を確保すると同時に、多様化するグループ活動の講師需要に応
えることで自主的な学びあいを活発にする。

単位

成人教育

整理番号人材バンク

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育センター 601030

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

12 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

14 年度
人

回

人

人

千円

人 0.21

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号パソコン講座

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局　社会教育センター 601030

上位施策名 ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

区民が情報通信技術の基礎的技能を修得する。区民ボランティ
ア講師の導入による、自主的な学びあいの場を養成する。

単位

成人教育

係名

81800予算事業名

区分

対象

95

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

修了者数

20才歳上の区内在住・在勤者

講座に関わったボランティア数

83

0
0

活動指標名（式）

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

区民の多様な文化・学習活動を可能にし、学んだ成果が地域活動に生かせるまちづくりに貢献する。

27

95 247

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

教育基本法第7条第1項

社会教育法第5条

948

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0
0

0 0
0
0

0
0

0
0
0

0
2,081

25,076

1,905

0 02,081
0 00

0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

パソコン初心者に対してボランティア講師による講座を開催す
る。

講座延回数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

受講者数

12年度

実績

特記事項

社会教育センター条例

260

260

176

247

83
5

パソコン講座は、①学校のパ
ソコン活用による「超初心者
のためのPC講座」と②国庫
補助金による「IT講習会」の
二本立である。12年度は①
による講座を実施。13年度は
②の講座を社会教育スポー
ツ課とともに社会教育ｾﾝﾀｰ
課が社会教育センター及び
高円寺社会教育会館におい
て６６回実施予定

・続けてパソコンを勉強していきたい
・ボランティアによるきめの細かな指導に感謝

・13年度、受講できなっかたPC初心者の需要が見込まれている。
・施設に配置されたPCの貸しだし要望及び指導者の紹介要望が見込まれる。

0 0

昨年度
整理番号

今後の予測

12年度　「超初心者のためのPC講座」　　　受講者数　　83人
13年度　IT講習会（国庫補助金）　　　　　　受講予定者数　　15,000人

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

38 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人

%

千円

人 0.60 0.40 0.46 0.40 0.40

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号総合文化祭

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育センター 601030

上位施策名 ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

区民の文化の創造や、芸術に親しむ機会を広げる。

単位

文化活動

係名

82000

13,168

予算事業名

区分

対象

100

4,500

66

67文花・芸術活動の推進

10年度
実績

根拠法令等

文化祭会場の延定員数に対する入場者の割合

一般区民、杉並区文化団体連合会加盟団体及びその団体の会員

66

1,111
8,674

434

活動指標名（式）

14,063

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

文化祭を開催し、芸術に親しむ機会を広げることにより、生活の中に潤いと豊かさをもたらし、“地域文化の創造”に貢献す
る。

20,000

70

20,000

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

教育基本法7条1項

社会教育法5条

949

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

9,189 5,100

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

4,174
0

5,444 3,629
0

14,633
0

8,729
621

3,629
0

7,829
0

8,129
614

3,629

8,729 7,8298,129
0 00

391

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

杉並区、区教育委員会、文化団体連合会の共催で、杉並区総合
文化祭を開催する。

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

文化祭来場者数

12年度

実績

特記事項

杉並区社会教育センター及び社会教育会館条例

4,500

100

13,240

4,200

広く区民が参画できる文化祭であるべきという声がある。

類似事業の統廃合の観点から、「文化･生涯学習施策のあり方検討会」の検討内容を踏まえ、文化･交流協
会への事業移管等を検討する。

14,633 8,674

967昨年度
整理番号

今後の予測

新たな文化･芸術振興事業の実施主体として、「文化･交流協会」が設立された。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

1 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

団体

%

千円

人 0.80 0.80 0.46 0.60 0.40

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号文化団体育成

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育センター 601030

上位施策名 ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

地域における文化活動を積極的に実施できるようにする。

単位

文化活動

係名

82000

23

予算事業名

区分

対象

100

1,642

68

67文化・芸術活動の推進

10年度
実績

根拠法令等

文化団体連合会のうち共催事業を実施した団体の割合

杉並区文化団体連合会及びその加盟団体

65

401,930
5,816

171,046

活動指標名（式）

25

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

団体支援・事業支援を行うことにより、区民の文化･芸術の振興が図られ、「地域文化の創造」に貢献する。

34

74

34

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区文化団体連合会補助金交付要綱

950

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

1,986 1,912

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

4,174
0

7,258 7,258
0

9,244
0

9,170
366,816

3,629
0

5,201
0

6,689
304,036

5,444

9,170 5,2016,689
0 00

152,976

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

文化団体連合会に対し、予算の範囲内で補助金を支給する他、
加盟団体が事業を実施する場合、教育委員会の共催事業とし、
団体支援・事業支援を行う。

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

共催事業を実施した団体数

12年度

実績

特記事項

1,245

100

22

1,572

文化団体連合会に加盟していない地域団体等から、事業実施の公平性を求める声がある。

類似事業の統廃合の観点から、「文化･生涯学習施策のあり方検討会」の検討内容等を踏まえ、文化･交流
協会への事業移管等を検討する。

9,244 5,816

968昨年度
整理番号

今後の予測

新たな文化･芸術振興事業の実施主体として,「文化･交流協会」が設立された。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人

回

％

％

千円

人 0.90 0.60 0.70 0.60 0.34 0.00 0.40 0.00 0.30

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

○国際理解・交流団体（NGO,NPO)などの増加　　　　○区内における外国人居住者の増加　　　　　○学
校における国際理解教育の推進　　　　　　○地域の国際化が国の施策から地方の施策に移行

969昨年度
整理番号

今後の予測

杉並ユネスコ協会により自主的に行われている青年活動が中・高・大学生の居場所、教育活動の場として
期待している

よりグローバルな国際社会の到来

10,724 3,765

680
特記事項

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

672

100

1261
5

成果指標名（式）

計画

参加人数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

杉並ユネスコ協会と共催によりユネスコ事業を実施する

共催事業実施数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

3,629

8,889 3,4024,301
0 00

2,501
8,889

10,193

2,722
0

3,402
0

4,301
3,411

0 0

3,085
0

8,166 6,351
1,763

10,724
1,763

795 774

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区社会教育事業共催分担金支給要領

ユネスコ活動に関する法律

951

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

872
5

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

国際理解と平和の推進が図られる

1360

82

1360
5

93

6,399
3,765
2,768

5
88

70交流と平和の推進

10年度
実績

根拠法令等

事業参加者÷事業定員

小・中・高校生を含む一般区民

5
100

680

係名

82000

1676

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

日常生活の中にユネスコの平和思想を取り入れて、国際理解を
深め、平和の推進を図る

単位

文花活動

整理番号ユネスコ活動

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育センター 601030

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

44 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人 

回

％

千円

人 0.70 0.70 0.80 0.80 0.80

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号済美日曜教室

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育センター 601030

上位施策名

1,400

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

障害を有する人々に対する生涯学習の一環として教養の向上を
図ると伴に、仲間づくりを行い、生き生きとした生活を送るこ
とができるようにする。

単位

済美日曜教室

係名

82300

1267

予算事業名

区分

対象

19
100

5,419

19
55

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

平均参加者数／登録者数

区内在住の中学校心障学級・養護学校の卒業者及び愛の手帳所
持者。

19
56

10,276
12,677
10,315

活動指標名（式）

1229
19

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

だれもが、生涯にわたって学び合い、交流することの出来る、はつらつとしたまちづくりに貢献する。

1229

57

1160

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法281条

社会教育法5条

952

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

6,668 5,609

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

2,100 1,900

0.5

7,258
0

6,351 6,351
0

13,019
0

11,960
9,732

7,258
0

12,957
0

11,872
10,235

110

7,258

10,060 11,47710,037
1,835 1,4801,460

11,170
80

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.6

有償ボランティアの企画･運営により、年19回の教室を開催し、
講座を実施する。

開催回数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

参加者数

12年度

実績

特記事項

済美日曜教室実施要綱

4,614

100

1160
19

1,400

5,699

1,9002,100 1,725
60

障害を有する人に対する生涯学習の機会の提供として寄せられる期待は大きい。

区内在住の愛の手帳所持者は増加傾向にあることから、本事業への参加者の増加及び障害の重度化が
予想される。また、それに対応するボランティアが不足すると思われる。

0.9
10,919 11,217

昨年度
整理番号

今後の予測

区内愛の手帳所持者数の推移：総数（１・２度者数＋３・４度者数）　　　Ｓ４４＝129人（不明）、Ｓ５４＝185人
（８２＋１０３）、Ｈ２＝１、２２９人（３７６＋８５３）、Ｈ１０＝１、４１３（４７５＋９３８）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

件

件

％

％

千円

人 4.40 4.40 3.08 1.20 1.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

修繕件数　平成5年　11件、平成11年　56件。　　　ホール利用人数　平成元年　164,704人　平成6年
260,058人　平成11年　277,136人。

19.1

974昨年度
整理番号

今後の予測

87

施設及び設備の老朽化が見られるため、改善してほしいという要望が多い。

開館14年目を迎え、施設及び設備の老朽化が見られ、今後さらに修繕費用の増加が見こまれる。公会堂
の改築が着工されない現在、区の中心的ホールとしての役割が期待される。

24.9

85

141,685

188

108,390
18.0

33,437 36,397

89

116,419
特記事項

社会教育法5条

114,805

100

5,679
10

成果指標名（式）

計画

施設利用数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

26.6

社会教育センターの維持管理･運営に関すること

修繕件数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

10,888

142,919 92,054

119

94,277
31,416 33,43836,585

14,479
33,349

174,478
30,176
31,472

9,073
0

125,492
0

125,693
22,133
31,297

33,522 31,559

25.1

27,945
0

39,921 39,921
0

175,207
0

135,286 134,557

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法2条

教育基本法7条

953

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

5,782
56

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

施設の安全性・快適性の確保により充実した生涯学習環境を実現している。

8,667

67

8,667
20

65

29,762
144,975

16,727

37
68

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

施設利用数／施設利用可能回数

個人及び団体

50
100

117,030

係名

82400

5,887

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

できるだけ多くの人に施設を利用してもらう。不具合発生時に
迅速に対応する。

単位

施設維持管理　運営管理委託

整理番号施設維持管理　運営管理委託

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育センター 601030

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

1 年度

平成 13 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人

回

件

千円

人 0.57 0.00 0.57 0.00 0.30 0.00 0.52 0.00 0.50 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

▼事業数（執行項目別）……１年４６件　１２年１７件　文化・交流協会等への事業移管したことなどにより事
業数が減少。▼施設利用者（センター及び三館）……１年８，３１７回　４１９，７８６人　１１年１１，４９０回　５
７７，７３３人

975昨年度
整理番号

今後の予測

31,559

○審議の対象事業が減少するなど、制度ができた当初とは状況が変化し、社会教育事業振興の観点から
制度を見直す必要がある。　　○教育委員会や社会教育委員の会議などとの役割分担がみえにくいとの
指摘がある。　　　○民間教育事業者、ＮＰＯ等の様々な意見を事業に反映させる必要がある。

平成１３年度中に廃止し、審議会に代る新たな組織の設置について検討

33,522

-26,742

36,585

-32,999

※平成１３年度中に廃止

33,438

864
特記事項

588

6

49
5

成果指標名（式）

計画

出席者数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区民の意見を社会教育センター等の事業について反映させるた
め、学識経験者等で組織している審議会。教育委員会の諮問に
より年６回調査、審議答申などを行う。

開催回数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

4,718

-25,631 -28,038

31,297

-25,991
31,297 33,43836,585

75,007
5,928

95,607

4,537
0

5,401
0

5,306
108,285

33,522 31,559

2,722
0

5,172 5,172
0

6,780
0

1,608 756

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

社会教育法第２９条

杉並区社会教育センター及び社会教育会館条例第４条

954

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

62
6

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

適正な文化・生涯学習事業を推進することが出来る。

72

6

72
6

4

50,594
3,586

49,804

10
10

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

（代）議題件数

社会教育センター等の事業について教育委員会からの諮問によ
り審議会が調査、審議、答申などを行う

6
6

864

係名

82400

134

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

審議会が行う調査審議等によって社会教育センター等の事業に
区民の意見を反映する。

単位

社会教育センター維持運営

整理番号社会教育センター　審議会運営

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育センター 601030

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 17 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

回

件

％

千円

人 1.83 2.60 0.03 6.50 0.10 6.00 0.15 6.00 0.10 6.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号施設維持管理（高井戸社会教育会館）

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育ｾﾝﾀｰ 601041

上位施策名 ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

施設の安全性・快適性を確保することによって区民の利用回数
を増やす。

単位

社会教育会館維持運営

係名

82600

1695

予算事業名

区分

対象

16
100

3,228

4
61

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

利用回数÷施設利用可能回数

施設を利用する個人及び団体

6
73.9

18,359
21,769

7,905

活動指標名（式）

1721
6

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

施設の安全性・快適性の確保により充実した生涯学習環境を実現している。

2754

62

2754

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

教育基本法第7条

社会教育法第2，3，5，7条

955

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

6,874 3,307

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

1,296 1,323

5.4

907
17,634

16,604 272
7,641

31,119
19,104
22,683
13,180

1,274

907
17,634
21,796

17,634
22,146
10,888

1,517

1,361

21,360 20,515

57

20,572
1,574 1,2811,206

7,914
1,241

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

5.7

区民に対して生涯学習の機会と場を提供する施設として運営管
理は区が直営で行っている。なお、受付事務等日常的な運営は
三館とも非常勤職員で対応している。

修繕回数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

利用回数

12年度

実績

特記事項

杉並区社会教育ｾﾝﾀｰ及び社会教育会館条例及び同施行条例

3,151

100

2034
12

＊1５年度以降廃止転用予
定

40

3,255

1,256 1,179

49

○レクリェーションホールは利便性(交通の便、使用料が適切、多面的に使用できる）から利用しやすいとの
声がある。
○施設や備品等の老朽化によって施設利用に支障をきたすときがある。

15年度以降廃止転用予定

6.9

40

29,823

27

20,563
5.64.0

976昨年度
整理番号

今後の予測

社会教育会館での主催事業数　元年8件　12年0件

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 17 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

回

件

％

千円

人 1.83 2.60 1.83 2.60 0.10 6.00 0.15 6.00 0.10 6.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

社会教育会館での主催事業数　元年8件　12年0件

4.0

977昨年度
整理番号

今後の予測

12

○レクリェーションホールは利便性(使用料が適切、多面的に使用できる）から利用しやすいとの声がある
○施設や備品等の老朽化によって施設利用に支障をきたすときがある。

1５年度以降廃止転用予定

6.4

57

29,336

37

20,807
4.6

1,223 1,178

＊1５年度以降廃止転用予
定

37

3,927
特記事項

杉並区社会教育ｾﾝﾀｰ及び社会教育会館条例及び同施行規則

3,235

100

1635
6

成果指標名（式）

計画

利用回数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

5.5

区民に対して生涯学習の機会と場を提供する施設として運営管
理は区が直営で行っている。なお、受付事務等日常的な運営は
三館とも非常勤職員で対応している。

修繕回数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

1,361

26,348 21,190

25

20,791
1,439 1,2781,215

6,119
1,241

27,618
18,673

1,258

907
17,634
22,468

17,634
22,230
13,596

1,414

1,280 1,270

5.3

907
17,634

16,604 16,604
7,641

30,616
7,641

6,371 3,373

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

教育基本法第7条

社会教育法第2，3，5，7条

956

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

1479
3

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

施設の安全性・快適性の確保により充実した生涯学習環境を実現している。

3672

40

3672
5

44.5

21,350
22,022

5,997

4
39

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

利用回数÷施設利用可能回数

施設を利用する個人及び団体

10
100

3,481

係名

82600

1434

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

施設の安全性・快適性を確保することによって区民の利用回数
を増やす。

単位

社会教育会館維持運営

整理番号施設維持管理（井草社会教育会館）

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育ｾﾝﾀｰ 601042

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 14 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

回

件

％

千円

人 0.03 6.50 0.03 6.50 0.10 6.00 0.15 6.00 0.10 6.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

社会教育会館での主催事業数　元年8件　12年0件

6.4

978昨年度
整理番号

今後の予測

0

○レクリェーションホールは利便性(交通の便、使用料が適切、多面的に使用できる）から利用しやすいとの
声がある。12年度の利用率96.7％
○電車の騒音、施設や備品等の老朽化によって施設利用に支障をきたすときがある。

13年度中に廃止　14年度に転用

6.9

13

31,389

12

29,038
6.4

2,143 2,063

＊13年度中に廃止転用

12

12,572
特記事項

杉並区社会教育ｾﾝﾀｰ及び社会教育会館条例及び同施行条例

12,089

100

2715
9

成果指標名（式）

計画

利用回数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

6.7

区民に対して生涯学習の機会と場を提供する施設として運営管
理は区が直営で行っている。なお、受付事務等日常的な運営は
三館とも非常勤職員で対応している。

修繕回数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

1,361

30,083 29,012

0

28,934
2,150 2,1012,075

6,778
2,089

32,146
12,817

2,063

907
17,634
31,113

17,634
31,084
11,449

2,150

2,156 2,063

6.6

907
17,634

272 272
19,104
33,545

19,104

14,169 12,770

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

教育基本法第7条

社会教育法第2，3，5，7条

957

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

2508
3

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

施設の安全性・快適性の確保により充実した生涯学習環境を実現している。

4590

54

4590
5

59.2

13,575
31,113

6,778

5
54

64生涯学習環境の整備・充実

10年度
実績

根拠法令等

利用回数÷施設利用可能回数

施設を利用する個人及び団体

11
100

12,572

係名

82600

2471

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

施設の安全性・快適性を確保することによって区民の利用回数
を増やす。

単位

社会教育会館維持運営

整理番号施設維持管理（高円寺社会教育会館）

連絡先
電話番号

4712教育委員会事務局社会教育ｾﾝﾀｰ 601043

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

日

人

千円

人 2.36 1.50 2.24 1.50 2.00 1.50 2.21 1.50 2.00 1.50

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

①民間借り上げ収蔵庫から学校の余裕教室に移行（平成11年８月～）。
②平成１１年度より収蔵資料のパソコン入力開始。
③博物館用地の賃借料の無料化。

1.9

980昨年度
整理番号

今後の予測

学校等からの収蔵資料の借入要望及びデータの閲覧要望あり。

①建物等の総合管理委託を進める中で、今後は一部清掃委託業務等を地域ブロック別に契約する。
②郷土の文化財資料を区民がいつでも活用できる態勢を整える。

1.0
84,266 73,105

1.4

1,626 2,257

66,584
特記事項

杉並区立郷土博物館条例施行規則

59,202

16,000

290

成果指標名（式）

計画

開館日数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

1.4

①郷土博物館本館・西田小展示室・その他外部収蔵庫等の維持
管理。
②郷土の文化財と資料の収集・整理・保管。
③生涯学習への援助・周知・普及に関する活動。

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

20,051

87,330 87,86982,852
810 1,2702,257

307,376
1,270

88,611
305,555

1,281

18,146
4,409

89,139
4,409

83,662
288,490

810

1,626 1,281

3.0

18,146
4,409

21,412 20,324
4,409

85,892
4,409

60,071 63,878

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

博物館法

杉並区立郷土博物館条例

958

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

290

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

効率的なコスト管理による必要十分な施設サービスの提供。

290

15,129

290

14,832

296,179
75,362

259,867

18,884

68文化・芸術活動の基盤整備

10年度
実績

根拠法令等

（代）入館者数

一般区民

17,600

52,807

係名

82800

290

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

①利用者へ快適で安全な施設提供を図る。
②文化遺産の保存・活用を図り郷土文化を守り育てる。
③区民の創造性を生かした文化都市づくり。

単位

郷土博物館維持運営

整理番号施設維持管理及び博物館運営管理

連絡先
電話番号

3317-0841教育委員会郷土博物館 601131

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

回

％

千円

人 0.50 0.00 0.50 0.00 0.50 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

①開館当時は事業立ち上げのための支援・協力者として機能。
②学校教育との連携強化の必要性など生涯学習事業の推進のため、改善意見、提言を受けている。

981昨年度
整理番号

今後の予測

よりよい博物館運営ができるよう期待されている。

①博物館維持運営・施設運営に関し、今後も多くの貴重な意見が寄せられると予測される。
②会議開催回数は年間４回開催で推移されると予測される。

5,049 5,035

498
特記事項

杉並区立郷土博物館条例施行規則

324

100

4

成果指標名（式）

計画

会議開催数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

博物館の運営に関して館長の諮問に応じるとともに館長に対し
意見を述べる。

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

907

5,005 1,4051,231
0 00

351,250
5,005

1,001,000

907
0

1,405
0

1,231
307,750

0 0

4,537
0

4,537 4,537
0

5,049
0

512 468

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

博物館法

杉並区立郷土博物館条例

959

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

5

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

委員より専門的なご意見を戴き、貴重な郷土の伝統文化等を保存・継承することが出来る。

4

100

4

100

841,500
5,035

1,258,750

100

68文化・芸術活動の基盤整備

10年度
実績

根拠法令等

（代）実現数÷議題提案数

学識経験者、学校、社会教育関係者

100

498

係名

82800

6

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

教育的または専門的立場から博物館維持運営の向上を図るため
の審議を行なう。

単位

郷土博物館維持運営

整理番号運営協議会

連絡先
電話番号

3317-0841教育委員会郷土博物館 601131

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

日

人

千円

人 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.40 2.00 2.40 2.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

生涯学習の推進、高齢者の生きがい援助、教育課程の変更等、区民ニーズが多様化している。

2.1

982昨年度
整理番号

今後の予測

①今後も地域の歴史・生活・自然についての展示をしてほしい（区政モニター）。
②常設展示も充実して欲しい（運営協議会）。

魅力ある特別展を実現していくためには、社会の変化や区民ニーズを把握するとともに、よりきめの細かい
対応が求められてくる。

1.7
33,622 32,790

0.9

709 480

9,246
特記事項

6,944

7,000

151

成果指標名（式）

計画

特別展・企画展開催日数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

1.1

展示会、講演会等の開催。

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

21,775

30,117 36,49933,994
603 400480

223,630
400

30,399
217,136

282

21,775
5,878

36,899
5,878

34,597
229,119

603

709 282

1.4

18,146
5,878

18,146 18,146
5,878

34,331
5,878

10,307 6,375

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

博物館法

杉並区立郷土博物館条例

960

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

140

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

貴重な郷土の伝統文化等を継承することが出来る。

142

5,887

165

7,754

281,402
33,270

234,296

11631

67文化・芸術活動の推進

10年度
実績

根拠法令等

（代）特別展・企画展入館者数

一般区民及び都民、区内小中学校児童・生徒

8,599

9,246

係名

82800

122

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

郷土杉並の成立を区民自ら理解するとともに、明日の杉並を考
える場を提供する。

単位

郷土博物館維持運営

整理番号特別展及び企画展の開催

連絡先
電話番号

3317-0841教育委員会郷土博物館 601131

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人

人

人

人

千円

人 0.50 1.00 0.50 1.00 0.25 1.00 0.50 1.00 0.25 1.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号郷土史講座

連絡先
電話番号

3317-0841教育委員会郷土博物館 601131

上位施策名 ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

郷土杉並の成立を区民自ら理解するとともに、明日の杉並を考
える場を提供する。

単位

郷土博物館維持運営

係名

82800

180

予算事業名

区分

対象

240
120
240
514

276
124
232

67文化・芸術活動の推進

10年度
実績

根拠法令等

（代）総受講者数

一般区民

（代）総受講者数

240
120

45,550
5,721

47,675

活動指標名（式）

180
234

225

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

貴重な郷土の伝統文化等を継承することが出来る。

204

120

138

120

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

博物館法

杉並区立郷土博物館条例

961

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

723 504

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

15 16

0.2

2,268
2,939

4,537 4,537
2,939
8,199

2,939
7,980

44,333
16

2,268
2,939
5,721

2,939
7,688

54,914
14

4,537

7,964 5,7097,674
14 1212

47,675
12

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.2

郷土史講座　古文書講座　こども博物館教室（年１２回）《直
営》

教室開催回数×受講決定者

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

講座開催回数×受講決定者

12年度

実績

特記事項

212

140
204

514

15 12

古文書講座・こども博物館教室は応募者多数で抽選になるため、開催回数や人数を増やして欲しいとの
要望がある。

平成１４年度から学校完全５日制が導入されることに伴い、教室の応募者がますます増加する。

0.2
8,184 5,709

0.20.2

984昨年度
整理番号

今後の予測

古文書講座は平成１１年より博物館職員で対応。また、１０年度から教材費を徴収している。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

元 年度

平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

回

回

人

人

千円

人 0.50 0.50 0.50 0.50 0.25 0.50 0.50 0.50 0.25 0.50

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

年中行事・大宮前獅子舞・和菓子つくり・能面つくり・扇つくり等実施。

985昨年度
整理番号

今後の予測

特にはない。

生涯学習や総合的な学習の導入に伴い、地域文化への興味拡大から要望は増加すると予測される。

6,259 4,287

549
特記事項

2,300
244

200

1
4

成果指標名（式）

計画

伝統芸能実演回数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

①伝統芸能・工芸の実演
②年中行事の実施　　　　《直営》

年中行事の実施回数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

4,537

6,260 4,2876,251
0 00

4,287,000
6,260

6,260,000

2,268
1,470
4,287

1,470
6,251

6,251,000

0 0

2,268
1,470

4,537 4,537
1,470
6,259

1,470

252 253

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

博物館法

杉並区立郷土博物館条例

962

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

1
4

2,002

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

貴重な郷土の伝統文化等を継承することが出来る。

2,334

1

120

1
4

196

6,259,000
4,287

4,287,000

4
104

3,119

67文化・芸術活動の推進

10年度
実績

根拠法令等

（代）伝統芸能入場者数

一般区民

（代）年中行事入場者数

4
150

1,850
549

係名

82800

1

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

郷土杉並の成立を区民自ら理解するとともに、明日の杉並を考
える場を提供する。

単位

郷土博物館維持運営

整理番号伝統芸能実演　

連絡先
電話番号

3317-0841教育委員会郷土博物館 601131

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

57 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

日

人

人

冊

千円

人 30.80 7.00 32.91 7.00 29.23 7.00 32.83 7.00 30.60 7.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号中央図書館施設維持管理・運営

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

快適で利便性が高い図書館施設の維持管理を確保し、図書館利
用者に対してより多くの図書資料の提供を実施する。

単位

図書館維持運営

係名 管理係

83000

284

予算事業名

区分

対象

527,957
1,866
3,164

237,033

534,745
1,883
2,820

65図書館サービスの充実

10年度
実績

根拠法令等

図書館入館者数÷図書館開館日数（年間）

図書館利用者（区内在住、在勤、在学及び中央図書館館長が定
める者）

年間貸出資料数÷図書館開館日数（年間）

501,088
1,777

2,025,878
522,810

1,847,384

活動指標名（式）

283
527,956

3,164

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

図書館利用を通じて、地域文化の創造及び生涯学習の支援を行っている。

2,688

283

1,866

282

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法第２条第２項

図書館法第２条、第３条、第１０条

963

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

275,328 259,968

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

839 985

0.0

265,204
20,573

279,448 298,592
20,573

575,349
20,573

579,133
2,046,408

0

277,634
20,573

557,926
20,573

551,660
1,949,327

0

297,867

578,148 556,721

878

550,782
878 1,2051,205

1,978,460
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

中央図書館の施設維持管理、電子計算機の維持管理・運営等を
通じて、図書館利用者への図書館サービスを提供する。

図書館入館者数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

図書館開館日数（年間）

12年度

実績

特記事項

杉並区立図書館条例、同運営規則

2,688
233,220

1,777

283
502,865

成果指標②年間貸出資料数
の内訳
個人貸出冊数＋団体貸出冊
数（視聴覚資料含む）
１０年度実績　８００，８９５冊
１１年度実績　８９５，３８８冊
１２年度実績　８７６，６７８冊

1,205
0

259,719

0
0
0 0

0

985

通年開館及び開館時間延長。
学習室及びパソコンルームの設置。
インターネットでの書誌情報の提供、リクエストの受付、レファレンスサービスの実施が求められている。

ＩＴ（情報技術）の急速な普及により、インターネットを利用した情報発信や情報提供等、新たな図書館サー
ビスの提供が必要とされる。
地域に開かれ、身近な図書館にしていくため、ＮＰＯ・ボランティアとの協働による図書館運営の推進が必
要とされている。　　　平成１５年、施行予定の「ハッピーマンデー法改正」による月曜日祝日の増。

0.0

839

574,510

1,205

521,605
0.00.0

986昨年度
整理番号

今後の予測

余暇の有効活用及び生涯学習の重要性が高まり、図書館の位置付けは、ますます重要視されている。ま
た、インターネットの急速な普及により、図書館サービスの情報提供のあり方に変革が求められている。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

40 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

日

人

人

冊

千円

人 113.94 25.00 114.98 25.00 111.94 25.00 116.94 25.00 115.94 26.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

地域図書館数：昭和４0年当時―２館、昭和４７年当時―４館、平成１2年現在－10館。昭和４０年代に開館
した図書館については、施設の障害者対応が未整備であると同時に老朽化が著しく、改築が必要とされて
いる。また、インターネットの普及により、図書館サービスの情報提供等のあり方に変革が必要とされてきて
いる。

0.0

987昨年度
整理番号

今後の予測

467

図書館未整備地域への図書館建設。
高齢者や障害者のための、バリアフリー化。洋式トイレやエレベーターが施されていない図書館について
の施設改善。勉強室及びパソコンルームの設置。区立図書館同一定期休館日の見直し要望など。

インターネット時代に対応する図書館の設備対策及び図書館運営が必要とされてくる。

0.0

369

1,298,740

365

1,252,754
0.0

0
0
0 0

0

成果指標②年間貸出資料数
の内訳
個人貸出冊数＋団体貸出冊
数（視聴覚資料含む）
１０年度実績２，９９２，３７７冊
１１年度実績３，４４４，２４７冊
１２年度実績３，３７０、９９５冊

364
0

179,319
特記事項

杉並区立図書館条例、同運営規則

11,705
156,384

7,211

288
2,076,679

成果指標名（式）

計画

図書館開館日数（年間）

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

地域図書館の施設維持管理を通じて、図書館利用者に対して図
書館サービスを提供する。

図書館入館者数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

1,060,997

1,313,803 1,307,293

393

1,290,463
393 364365

4,556,295
0

1,314,270
4,579,336

0

1,051,924
76,414

1,307,657
73,475

1,290,856
4,482,138

0

369 467

0.0

1,015,632
73,475

1,033,778 1,043,214
73,475

1,299,109
73,475

191,856 197,581

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法第２条第２項

図書館法第２条、第３条、第１０条

964

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

287
2,231,091

12,001

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

図書館利用を通じて、地域文化の創造及び生涯学習の支援を行っている。

11,705

288

7,774

287
2,069,468

7,211

4,558,276
1,253,119
4,351,106

2,143,192
7,520

10,500

65図書館サービスの充実

10年度
実績

根拠法令等

図書館入館者数÷図書館開館日数（年間）

地域図書館施設10館、図書館利用者

年間貸出資料数÷図書館開館日数（年間）

2,238,865
7,774

11,959
164,012

係名 管理係

83000

285

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

快適で利便性が高い図書館施設の維持管理を確保し、図書館利
用者への図書資料等の提供を行う。

単位

図書館維持運営

整理番号地域図書館施設維持管理・運営

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

40 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

回

人

人

千円

人 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

開始当初から、おはなし会・映画会・講座・講演会等の実施に努め、現在では安定した事業実績を維持し
ている。

0.0

988昨年度
整理番号

今後の予測

0

図書館アンケートや広聴はがきで賞賛の声が多い。

情報通信機器の整備等による新たな図書館サービスの提供が必要とされる中で、児童・青少年の読書活
動を推進するための読み聞かせ等の充実に努めることが必要である。

0.0

0

2,526

0

1,414
0.0

0
0
0 0

0

0
0

891
特記事項

杉並区立図書館条例、同運営規則

275

50

157
4,210

成果指標名（式）

計画

行事活動の開催回数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

図書館資料の提供だけでなく、おはなし会、映画会、講演会、
文学講座、人形劇、16ﾐﾘ映写機操作講習会などの活動実施。

行事活動参加人数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

907

1,920 1,798

0

1,182
0 00

11,989
0

1,920
12,077

0

907
0

1,798
0

1,182
7,531

0

0 0

0.0

907
0

907 907
0

2,526
0

1,619 1,013

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法第２条第２項

図書館法第３条

965

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

159
8,005

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

地域文化の創造及び生涯学習の支援に寄与している。

150

50

150
7,500

27

16,194
1,414
9,429

3,601
23

65図書館サービスの充実

10年度
実績

根拠法令等

行事活動参加人数÷行事活動開催回数

おはなし会、映画会、講座、講演等受講希望者及び16ﾐﾘ映写機
操作講習受講者。

7,500
50

507

係名 管理係

83000

156

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

図書館資料の提供だけでなく、おはなし会、映画会、講演会、
文学講座、人形劇などの活動を通じて、資料との出会いの機会
の創設や、結びつきの強化を図る。

単位

図書館維持運営

整理番号中央図書館奉仕活動

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

40 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

回

人

人

千円

人 0.06 0.00 0.06 0.00 0.06 0.00 0.06 0.00 0.06 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号地域図書館奉仕活動

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

図書館資料の提供だけでなく、おはなし会、映画会、講演会、
文学講座、人形劇などの活動を通じて、資料との出会いの機会
を提供する。

単位

図書館維持運営

係名 管理係

83000

1139

予算事業名

区分

対象

15,000
13

507

17,443
15

65図書館サービスの充実

10年度
実績

根拠法令等

行事活動参加人数÷行事活動開催回数

おはなし会、映画会、講座、講演等受講希望者。

10,000
15

1,899
1,051

922

活動指標名（式）

1183
17,146

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

地域文化の創造及び生涯学習の支援に寄与している。

1140

14

700

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法第２条第２項

図書館法第３条

966

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

1,619 1,013

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

544
0

544 544
0

2,163
0

1,557
1,316

0

544
0

1,058
0

959
813

0

544

1,557 1,058

0

959
0 00

1,512
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

図書館資料の提供だけでなく、おはなし会、映画会、講演会、
文学講座、人形劇などの図書館奉仕活動の実施。

行事活動参加人数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

行事活動の開催回数

12年度

実績

特記事項

杉並区立図書館条例、同運営規則

415

14

1180
18,043

0
0

514

0
0
0 0

0

0

図書館アンケートや広聴はがきで賞賛の声が多い。

情報通信機器の整備等による新たな図書館サービスの提供が必要とされる中で、児童・青少年の読書活
動を推進するための読み聞かせ等の充実に努めることが必要である。

0.0

0

2,163

0

1,051
0.00.0

989昨年度
整理番号

今後の予測

地域図書館ごとに特色のある企画が実施されており、おはなし会・映画会・講座・講演会等、現在では安定
した事業実績を維持している。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

57 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人

本数

％

本数

千円

人 0.05 0.00 0.05 0.00 0.05 0.00 0.05 0.00 0.05 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号図書館協議会運営

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名

0

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

図書館サービスの展開における住民意見を反映した協議会の推
進運営。

単位

図書館維持運営

係名 管理係

83000

44

予算事業名

区分

対象

10
90

2.0
540

9
88

1.8

65図書館サービスの充実

10年度
実績

根拠法令等

延べ出席者数÷予定延べ出席者数

杉並区教育委員会が委嘱した委員組織。

議題数÷開催数

10
80

22,310
994

22,081

活動指標名（式）

35
10

2.0

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

区民の意見をとりいれた、開かれた図書館運営に反映されている。
主な議題　　平成11年度・・・ＢＤＳの導入、利用者カードを忘れた貸出希望者の対応等
平成12年度・・・児童資料室の有効活用、ブックスタート（試行）、図書館の情報化推進等

2.2

45

70

45

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法第２条第２項

図書館法第１４条

967

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

528 427

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

0.0

454
0

454 454
0

982
0

881
25,161

0

454
0

994
0

934
23,341

0

454

881 994

0

934
0 00

22,081
0

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

区立図書館の運営に関し、中央図書館長の諮問に応じるととも
に、図書館奉仕について、中央図書館長に対して意見を述べ
る。

議題数（諮問・報告事項・要望等）

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

開催延べ出席者数

12年度

実績

特記事項

杉並区立図書館条例、同運営規則

2.0
480

90

40
11

協議会開催回数
平１０年度・・・５回
平１１年度・・・５回
平１２年度・・・５回

0
0

540

0
0
0 0

0

0

特に無し。

時代に対応した新たな図書館サービスの展開を図っていく上で、今後、更に活発なる協議会運営が必要と
される。（図書館の情報化推進等）

0.0

0

982

0

994
0.00.0

990昨年度
整理番号

今後の予測

発足当初、図書館のあり方等、基盤の協議が中心であった。今日、情報化・ＣＳ（住民満足度）等新たな
ニーズに対する図書館サービス展開についての協議・検討が必要とされている。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

25 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

冊

冊

冊

％

千円

人 8.50 1.00 7.80 1.00 7.40 1.00 7.40 1.00 7.40 1.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号閲覧用図書の収集及び装備

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名 ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

幅広い資料の収集により、地域文化の創造及び生涯学習を支援
する。また、装備を行うことにより、資料が長期保存や多数の
使用に耐える。

単位

図書館維持運営

係名 管理係

83000

109211

予算事業名

区分

対象

90038

207,163

109603
3
6

10年度
実績

根拠法令等

全蔵書冊数　÷　人口

図書資料（一般図書、児童図書、雑誌等）

当該年度増加冊数　÷　全蔵書冊数

91024
4

2,643
277,242

3,079

活動指標名（式）

107782
108772

6

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

図書資料を可能な限り豊富にそろえることにより、区内在住・在勤・在学者の地域文化の創造及び生涯学習の実現に貢献してい
る。

5

90038

4

91024

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法第２条第２項

図書館法第３条

968

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

208,540 237,183

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

67,140
2,939

77,121 70,769
2,939

288,600
2,939

310,891
2,884

67,140
2,939

272,512
2,939

281,160
2,973

67,140

310,891 272,512281,160
0 00

2,994

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区民在住・在勤・在学者の学習・文化要求に応えるため、資料
を幅広く豊富に収集する。また、この資料が長期保存や多数の
使用に耐えるように装備を行う。

図書等の装備

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

閲覧用図書の収集

12年度

実績

特記事項

杉並区立図書館条例、同運営規則

211,081

94564
95329

202,433

リクエストの多い図書について、複本をふやしてほしい。

出版物のタイトル数は、ここ１０年の間に５０％以上増加している。こうした状況の中、辞書や百科事典等、
出版物の一部は、デジタル本化している。こういった本のデジタル化は、増加傾向にある。

288,600 277,242

991昨年度
整理番号

今後の予測

出版点数の大幅な伸びで資料収集の対象は増大しているが、単価アップや予算削減により、収集できるタ
イトル数は伸び悩んでいる。また、装備においては、自館装備を行っていたが，昭和５９年の電算オンライ
ン全面稼動に伴い、装備を業者委託し、人員削減を図った。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

57 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

点

点

回

％

千円

人 0.30 0.00 0.20 0.00 0.20 0.00 0.20 0.00 0.20 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

ＣＤは、現在１１館中の６館で取り扱っている。広範なジャンルから収集しているが、タイトル数としては、十
分な収集ができているとはいえない。

992昨年度
整理番号

今後の予測

ＣＤの種類、数を増やしてほしい。
ＣＤの貸出点数を増やしてほしい。
ＣＤのリクエストが行えるようにしてほしい。（①ＣＤを置いてない館でのＣＤの受け取り。②未所蔵のＣＤの
希望。）

インターネットによる音楽・映像配信サービスの開始による視聴覚媒体の変化。また、大規模のビデオレン
タル店には、ＣＤコーナーもあり、安価で借りることができる。図書館での全事業のバランスを考えた場合、
ＣＤ貸出しやビデオテープの館内試聴は徐々に縮小の方向をとらざるを得ない。

17,341 4,780

5,937
特記事項

杉並区立図書館条例、同運営規則

2,692

1113
1113

成果指標名（式）

計画

視聴覚資料の収集

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

区内在住・在勤・在学者の持つ趣味・娯楽等の要求に応えるた
めに、ＣＤ等を収集する。また、これらの資料の管理をしやす
くするために装備を行う。

視聴覚資料の装備

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

1,815

7,287 7,7524,507
0 00

7,637
7,287
3,200

1,815
0

7,752
0

4,507
4,049

0 0

1,815
0

2,722 1,815
0

17,341
0

14,619 5,472

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法第２条第２項

図書館法第３条

969

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

2277
2277

5

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

区内在住・在勤・在学者が持つ、趣味・娯楽等の要求実現に貢献している。

3

990

7

1015
980

7

4,542
4,780
4,828

3522
7
8

10年度
実績

根拠法令等

利用数　÷　保有数

ＣＤ・カセットテープ・１６ミリフィルム・ビデオテープ

年間受入数　÷　保有数

990

2,965

係名 管理係

83000

3818

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

幅広いジャンルを収集することにより、利用者の趣味・娯楽等
の要求を満足させる。また、装備を行うことにより、貸出・返
却処理等をスムーズに行える。

単位

図書館維持運営

整理番号視聴覚資料（ＣＤ・カセットテープ・１６ミリフィルム・ビデオテープ）の収集及び装

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

58 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

17 年度
人

巻

％

巻

千円

人 2.70 0.00 2.50 0.00 2.80 0.00 2.80 0.00 2.80 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号障害者・高齢者に対する図書館サービスの提供　

連絡先
電話番号

4715　中央図書館 620131

上位施策名 ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

障害等のある人も、健常者と同じように図書資料を利用できる
ようにする。

単位

図書館維持運営

係名 　管理係

83000

3669

予算事業名

区分

対象

160
24

10880
3,235

160
22

10080

65図書館サービスの充実

10年度
実績

根拠法令等

(代)視覚障害での利用登録者数÷視覚障害者数

杉並区内に在住若しくは在勤、在学の障害者・高齢者で、図書
館及び図書資料の利用が困難な者（登録制）。

（代）録音図書（複製版）作成数

160
23.6

7,682
28,639

7,019

活動指標名（式）

3925
160

10560

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

図書館及び図書資料利用困難者の読書機会を確保することができる。

10880

4080

23

4200

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立図書館条例、同運営規則

杉並区立中央図書館点字資料・録音資料貸出実施要領

970

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

3,687 3,329

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

25,404
0

24,497 22,683
0

28,184
0

26,012
6,627

25,404
0

30,732
0

28,065
6,943

25,404

26,012 30,73228,065
0 00

7,317

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

視覚障害者に対し対面朗読を実施し、録音図書・雑誌の貸出
（郵送サービス）、製作を行っている。

録音図書（原版）作成数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

対面朗読利用者数及び録音図書・雑誌利用者

12年度

実績

特記事項

杉並区立図書館対面朗読実施要領

4960
160

25
10880

2,661

24

4042
160

81.5

94.4

5,328

対面朗読希望回数の増加要望。図書、テープ等資料の貸出希望数の増加要望がある。

社会の高齢化により、直接図書館を利用することが困難な者の増加が予想され、障害者サービス利用希
望者の増加が見込まれる。

28,184 28,639

993昨年度
整理番号

今後の予測

高齢化により、利用者の増加がみられる。情報化社会の進展により、情報収集に対する欲求の高まりがみ
られる。

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

52 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

団体

冊

人

千円

人 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

整理番号地域・家庭文庫の育成

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名 ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

地域家庭文庫の活動の充実、活発化を支援し幼児、児童が身近
に本と接する機会を増加させる。

単位

図書館維持運営

係名 管理係

83000

7

予算事業名

区分

対象

936
4000

978

900
3093

65図書館サービスの充実

10年度
実績

根拠法令等

(代)文庫利用者数

区内で活動しいてる地域文庫及び家庭文庫。

936
3898

320,471
1,885

235,663

活動指標名（式）

8
798

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

幼児期から本に親しむ環境を整備することができる。

8

3886

8

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

杉並区立図書館条例・同運営規則

杉並区地域家庭文庫育成要綱・同審査会設置要領

971

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

1,336 957

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

0 0

907
0

907 907
0

2,243
0

1,864
233,038

907
0

1,885
0

1,867
233,413

907

1,864 1,8851,867
0 00

235,663

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

地域・家庭文庫に対し、貸出用図書を充実するため区から図書
を貸与している。

文庫への貸与図書数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

成果指標名（式）

計画

助成対象文庫数

12年度

実績

特記事項

960

4000

8
811

100.0
86.7
97.5

978

各文庫からは、事業継続、拡充の要望がある。

登録希望文庫数に大きな変化は無いものと考えられる。

2,243 1,885

994昨年度
整理番号

今後の予測

地域図書館の整備が進み、身近に本と接する機会が増えている　(５館→１１館)　　小学校、保育園、児童
館への団体貸出が拡充されている　事業開始当初に比べ、少子化が進み年少人口が減少している。　（年
少人口割合　昭５２　１８．９８％→平１２　９．９２％）

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業



細番号

コード

コード

25 年度
平成 年度 (1)

(2)

（3）

(1)

(2)

(1)

(2)

年度

人

団体

人

％

千円

人 0.05 0.00 0.05 0.00 0.02 0.00 0.02 0.00 0.02 0.00

 職員分(超勤分含む)  ⑦ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑧ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　⑪ 千円

  国・都からの支出金  ⑫ 千円

　 その他特定財源     ⑬ 千円

特定財源計⑪+⑫+⑬　　⑭ 千円

差引：一般財源⑨-⑭　⑮ 千円

％

司書・司書補の養成を行ってきたため、司書率は高まっている。
（平成１２年４月１日現在、２３区平均→２１．８％、杉並区→３５％）

0.0

995昨年度
整理番号

今後の予測

0

レファレンスの充実は図書館サービスにとって重要である。区民から、レファレンスサービスの充実を求める
要望が多い。

住民参画の面からＮＰＯ・ボランティアとの協働による図書館運営が求められてくる。また、そのような状況
の中で司書率をどうするか新たな問題が生じる。

0.0

0

3,277

0

959
0.0

0
0
0 0

0

0
0

1,256
特記事項

杉並区立図書館条例、同運営規則

35
684

68

4
2

成果指標名（式）

計画

養成人数

12年度

実績

事
業
を
取
り
巻
く
環
境

0.0

司書・司書補養成のため、養成機関への職員派遣。関係機関へ
の情報提供並びに情報収集。ＮＰＯ・ボランティアとの協働に
よる図書館運営研究。

関係機関数

目標値に対
する12年度
の達成率％

11年度
実績

13年度
計画

目標値

開始当初から現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

181

3,199 1,437

0

865
0 00

287,492
0

3,199
533,108

0

181
0

1,437
0

865
216,365

0

0 0

0.0

181
0

454 454
0

3,277
0

2,823 2,745

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　職員数 (正規｜非常勤)　 　⑥

人
件
費

　　　総事業費⑤+⑦+⑧　　 　⑨

　　単位あたりコスト⑨÷① 　⑩

財
源

　 受益者負担比率⑪÷⑨　　⑯

平成13年度　杉並区事務事業評価表

事
務
事
業
の
概
要

評価対象事務事業名

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

地方自治法第２条第２項

図書館法第４条、第５条、第６条

972

事業開始年度

事業終期

意図　（対象をどのような状態にしたいのか）

活動指標名（式）

6
3

37

意図を実現することで、上位施策にどのように貢献していますか

図書館機能における専門機能の充実。

34

4

70

5
2

65

546,108
959

239,865

3
71
37

65図書館サービスの充実

10年度
実績

根拠法令等

延べ司書（補）資格保有者数

司書資格取得を要する職員。
図書館運営上、連携を必要とする関係機関（東京都公立図書館
長協議会、日本図書館協会、児童図書館研究会）。

司書率（司書人数÷職員数）

2
63
33

778

係名 管理係

83000

6

予算事業名

区分

対象

ＮＯ

所属部課名

指
標

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

図書館機能の充実。

単位

図書館維持運営

整理番号図書館運営の調査研究・司書養成

連絡先
電話番号

4715中央図書館 620131

上位施策名

0

昭和 平成

無 有

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業 行革対象事業


	file21



